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看護学生に対するWebCT 「社会福祉コース」の構築とその課題

平野(小原)裕子*

<はじめに>

2002年12月　2003年2月にかけて、医学部保健学科(医療技術短期大学

部)において、医療技術短期大学部在籍の看護学専攻学生(1年生) 81名に対して

WebCT 「社会福祉コース」を導入しました。わずか3ケ月間でしたが、本コースは、

本学科において本格的にWebCTを取り入れた、最初のケースとなりました　WebCT

のマニュアルもまだ充実していないなか、試行錯誤の日々ではありましたが、情報基

盤センターの先生方や保健学科の大喜先生をはじめ、多くの方々のサポートをいただ

きながらなんとかコースを構築し、学生に使用させ、またその効果を測定することが

できました。本稿では、 WebCTを使用することによって得られた様々な経験を報告

することによって、 WebCTの持つ可能性と課題について考えてみようと思います。

ちなみに、筆者は決してパワーユーザーではありません。情報リテラシーの程度につ

いては、ごく一般の教官レベルであると思っています。しかし、この事実が「パワー

ユーザーでなくても使えるWebCT」という宣伝文句に使われるなら幸いです。

写真:医学部保健学科の情報処理室でWebCTに取り組む看護学生たち
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図1:WebCT 「社会福祉コース」のホーム(右)と「講義ノート」の目次(左)

<WebCT導入まで>

まだWebCTを導入されるかどうか迷っておられる教官の方-は、なにはともあれ、

まずWebCTに触れてごらんになることをお勧めします。情報基盤センターが開催す

るWebCT講習会は、非常にわかりやすいコースが用意されていて、学生としての疑

似体験ができます。筆者自身、 「社会的構造主義型学習モデル」 (1)を教育の信条とし

ておりますから、自分の講義はデジタル化にはなじまないものと思っていましたが、

いざWebCTを使ってみると、ゲーム感覚で結構面白かったのです。ことに「テスト・

アンケート」機能は、何度でも繰り返して同じ問題を解くことができるので、これは

学生にウケると思われました。

結局一念発起して、自分が担当する専門科目「社会福祉」にWebCTを導入するこ

とにしたのですが、その理由は、 WebCTを用いることによって、学習者が「好きな

ときに好きなだけアクセスできる」という時間的な自由度を十分生かせると思ったか
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らです。膨大な専門知識をとにかく片っ端から詰め込み、なんとか及第できる点数を

取らせるためには(これは決して筆者好みの教育方針ではないのですが、哀しいかな

それが職業人を養成する学科の専門科目の現実なのです)、講義時間外においても徹

底した復習をくりかえさせなければなりません。そのために、 WebCTの「講義ノー

ト」機能を使うことで、講義の重要なポイントを提示して、学生が復習したいときに

自由にできる環境を作ることができると考えました。また、 「メール」を通じて、わ

からないところを教官にいっでも気軽に聞ける場を提供できると考えました。

一方で、 「社会福祉」という学問領域の性質上、単に知識を詰め込むだけに終わら

せたくはありませんでした。やはり、社会福祉ニードを持つ人々に対する理解を深め

るためには、社会問題を多面的にとらえる能力を養う必要があります。そのためにも、

他者の意見を聞き、自分の意見を述べることは不可欠です。しかしながら、現在のカ

リキュラム上、講義中に討論のための時間を十分に割くことはできません。また、今

日の学生たちは、たとえクラスメートであってもお互いに対面して討論をすることに

は慣れていないので、それを講義時間内に行うのは難しいと思われました。しかし、

WebCTの「ディスカッション」機能を用いるならば、普段携帯電話のメールの受送

信に慣れた学生たちのこと、質問や社会福祉に関する自分たちの意見をどんどん出し

てくれるのではないか、と期待しました。

このように、 WebCTを導入する前に、自分の講義にどういう風に利用できるのかと

考えることが重要ですが、その他に、コース・デザインにかかる時間と費用(TAば

活用できるか等)を確認しておく必要があります。とにかく、初めてWebCTのコー

スを構築する時は、想像以上の時間と労力がかかるものです。

<コースを設計する>

次にコースを設計します。コース設計に関しては、参考文献(2)も見当たらなかっ

たので、我流で設計しましたが、ポイントをいくつか定めました。

まず、コースの目標としては、 1. 「「社会福祉」概念の変遷を、歴史的背景と関連

づけて説明できる」 2. 「「社会福祉」各論における専門知識について、正しく理解で

きる」 「3.社会福祉ニードを持つ人々を多面的にとらえ、そのニードを満たすため

の方策について説明できる」という点に定めました。

次に、コースの実施ですが、 WebCT 「講義ノート」機能を用い、講義が終わるた

びに、 〇月〇日第〇回講義の講義ノートという風に、順次掲載していきました(計
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54ページ)0 「講義ノート」とは、 WebCTコンテンツモジュールを使用して作成しま

す.これは、いわゆる教科書や講義資料に相当します。 「社会福祉コース」では、講

義のポイントを赤字で表示したテキストを準備し、平易な口語による解説をつけまし

た(図2)0

また、理解度を自分でチェックするために、 「テスト・アンケート」 (計78項目)

を作成しました。 「テスト・アンケート」とは、様々な種類の問題を作成し、オンラ

インで問題に回答することができるシステムです。作ろうとする問題のタイプにより、

選択・整合・短答・小論文形式があります。選択・.整合・短答問題は、正解をあらか

じめ設定しておけば、学生がテストを終了した時にすぐ採点され提示されます。小論

文形式は、一つ一つ教官が回答し点数をつけなくてはなりませんが、学生ごとに具体

的なアドバイスをつけて戻すことができます。従って学生は、その場で自分の回答を

チェックすることができ(セルフ・テスト形式)、繰り返し学習することで、正しい

知識を身に付けることができます。

また、講義中に取り上げた話題について、 「ディスカッション」機能を使って次回

講義までにディスカッションに参加する課題を提出(計6回)しました。この他に、

「メール」機能で、教官に直接質問できるようにも設定しました。
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<学生に対する講習会>

次に、学生に対してWebCTの講習を行います。学生向けにマニュアルを作成する

と、パソコンに使い慣れた者はどんどん自分でWebCTを使いこなしていきます。パ

ソコンを使い慣れない者も、基本的な情報リテラシーのある者は、最初はマニュアル

と首っ引きだったとしても、じきに慣れてきます。ただ、慣れるまでは、情報処理室

に学生を集めて、 WebCTのソフトウエアの立ち上げから終了までの実習指導を行っ

た方がよいでしょう。その際、学生の数にもよりますが、 WebCTを使ったことのあ

る指導者が2,3人はいた方がよいと思われます。なぜなら、初めてWebCTを使う学

生たちの「ソフトがひらかない」 「編集中のウインドウが消えた」といった悲鳴で情

報処理室が大混乱になるからです。

筆者は、学生がうまくアクセスできない場合は、社会福祉担当教官(筆者)か情報

科学担当教官に尋ねるように指導し、いずれかの教官が常駐するようにしました。こ

の配慮は特に導入初期には最低限行うべきであると思います。じきに、使いこなせる

ようになった学生が、教官の代わりに使いこなせない学生を指導してくれるようにな

ります。
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<WebCT導入の評価の測定>

いかなる教育方法を用いるにしても、その効果が的確に測定され、観察され、評価

がなされなければ、教育はその意味をなしません。わが国ではe-Learning導入の歴

史が欧米に比べ短いこともあって、 e-Learningの評価を行う段階まではなかなか行

っていないのが現状です。そこで、筆者はWebCTの導入にあたり、その評価を二つ

の側面から行うことにしました。

まず一つ目には、学生自身によるWebCT評価です。これは、 WebCT使用期間の

最終日にWebCT上で行ったアンケート調査で、学生のパソコンやインターネット-

のアクセス環境、期末試験の勉強にWebCTを使ったかどうか、ということとあわせ、

WebCTの各機能に関する評価を尋ねることで測定しました(3)二つ目には、講義内

容の理解度を期末試験得点で測定し、それに対してWebCTへのアクセスがどのよう

に関連しているかを分析することで、 WebCTの学習効果を明らかにすることを試み

ました(4)
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図4:セルフ・テストの一例。短答形式(右)、小論文形式(左)などがある。
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図5 : WebCTの機能評価(操作しやすい・どちらかといえば操作しやすい)

<WebCTに対する学生の反応と学習効果>

まず、WebCTに対する学生の評価についてですが、WebCTのどの機能についても、

5割以上が「操作しやすい・どちらかといえば操作しやすい」と回答していることが

明らかになりました.ことに「メール」は7割近くが操作しやすいと回答しており、

普段携帯電話でメールを使い慣れた学生たちにとって、 WebCTの導入はあまり抵抗

がなかったことが伺えます。

また、 WebCTの各機能が役に立ったかどうかの問いに対しては、 「役に立った・ど

ちらかといえば役に立った」と回答した者が多い順に「ディスカッション」機能(74

名　93.7%)、 「講義ノート」機能(63名　79.7%) 「テスト・アンケート」機能(61

名:77.2%)であることが明らかになりました。

「役に立った・どちらかといえば役に立った」と回答した者が最も多かった「ディ

スカッション」機能については、 「他の人の意見を聞くことができたから」に類型化

される自由回答が全ての者に見られました。特に、匿名での投稿ができるような設定

は、他者に気兼ねなく発言できるようになったと好評であったようです。しかしなが

ら、実際に投稿された「ディスカッション」の発言内容を分析すると、お互いに自分

の意見を披露することに終始しているものが多く、相手に対して自分の意見を戦わせ

るという、ディスカッションの本来の形態をとったものはほとんどみられませんでし

た。そこで、途中で筆者が匿名で議論を吹きかけてみましたが、それに対する反応は
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やはり鈍いものでした。このことは、普段学生同士で、ある話題について面と向かっ

て討論することに慣れていないために、本来のディスカッションに対する関心や意識

が低いことを反映していると思われますが、やはりWebCT導入が3ケ月間では、デ

ィスカッションを繰り広げるには期間が短かすぎたのかもしれません0

「講義ノート」機能については、 「講義で開き逃したところを確認することができ

たから」 (32名) 「講義内容の解説がしてあったので、より詳しく理解することがで

きたから」 (29名)に類型化される回答が多くみられました。このことから、 「社会

福祉」の講義内容を的確に理解させるのにWebCTを利用するという、コースの目標

が達せられたと考えてよいと思います。

また、 「テスト・アンケート」機能については、 「テスト勉強に役立ったから」 (58

名)に類型化される自由回答が最も多く、 WebCTが主観的にもテスト勉強に役立つ

と認識されていることが明らかになりました。また実際に、講義内容の理解度の客観

的な指標としての期末試験得点は、 「テスト・アンケート」機能-のアクセスとの間

にr-.524 (p<0.01)という強い相関を見ました。つまり、 「テスト・アンケート」

機能-のアクセスが多いほど、期末試験の得点が高いということになります0

なお、本コースでは、期末試験の勉強の際に、教科書や副教材と合わせてWebCT

を利用したと回答した学生において、全くWebCTを利用していないと回答した学生

よりも有意に期末試験得点の平均値が高いことが明らかになりました(p<O.Ol),

このことから、 「テスト・アンケート」は試験前の力試しとして利用され、教科書や

副教材を一通り学習した者が、 「テスト・アンケート」機能を用いて効率よく復習し

た結果、より高い得点獲得に結びついたものと思われました。

Rosenbergは、 e-Learningは講義と並行して用いる(Blended Learning)ことで、

最もその効果を発揮する、と述べています(5)っまり、 BlendedLearningは、対面

式授業形式とオンライン形式を組み合わせた教育方法のそれぞれの長所を組み合わ

せることができるというわけです0　本コースを受講した学生は、 WebCTのみを用い

て試験勉強をした者はおらず、 WebCTは教科書及び副教材を補う補助教材として用

いられていました。従って、WebCTを用いて試験勉強を行った者についてはBlended

Learningの効果があったと考えてよいと思いますO

<予期せざるWebCTの効果>

このように、 WebCTは期末試験をクリアするという一つの目標に向かって「何と
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か及第できる点数と取らせる」ためには役に立っことが明らかになりましたが、その

他に予期せざる効果も生み出しました。それは「メール」機能を導入することで、学

生一人一人と教官との間の意思疎通がたやすくなった結果、二者間の心理的距離が締

まったことです。

筆者は看護学生の担任ではないので、普段は学生に対して個人的指導を行うことは

ありません。従って、学生もよほどのことがない限り、相談を持ちかけて来ることは

ありませんでしたo　ところが、 WebCTの「メール」機能を使い、筆者にメールを出

す、という課題を出したところ、時間が経過するに従って、かなり頻繁に筆者に対し

て伝言を送ってくる学生が増えてきました。学生にとって、 「メール」とは普段携帯

電話で使い慣れている機能ということもあり、教官に対しても、友達に対してメッセ

ージを送るように軽い気持ちで使っていることが分かります(図6)。この結果、 「教

官と交流できるから」という理由でメールを役立ったと回答している者が7名にのぼ

り、また、 WebCT使用期間後もメールをきっかけとして個人的な相談のために筆者

の研究室を訪れる者も増えました。これらは、当初意図しなかったWebCTの機能で

したが、学生との交流のきっかけに一役かうことは、その後の学生と教官との関係を

スムースなものとする上でも重要な役割を果たしうるといえるでしょう。

什名お年玉はまだ貰えますかねぇ?

都団fssmsammmmn 、玩遜閏

∴準湛∴-、翠音
メッセージ番号43i
手鍋者:
分)

引用　　ダウンE]-ド

し2002年12月3oa月曜E1 2讃時16

もうす<q冬休みも終わりです_　先生は.休みはどうでした_か?
私は.バイトで疲れた冬体みIrなゥてしまいました(*-* ;)
そして、すでにおもちの食べ過ぎぎみです_でも、この　ままお
正月も食へつつけますI I I　　早く学校のみんなに会
max
です　　　　く>_<)

前のメッセージ;欠のメッセージ

玩団扇2251監冠iZ腰函　wm^

図6 :絵文字などを入れて、友達感覚で教官にあてたメールメッセージ
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<WebCTの課題>

一方、WebCTを使っているうちに、様々な課題も浮かび上がってきました。まず、

本コースのように、一部の課題を除き、学生の任意においてWebCTを使用させた場

合、全くコンテンツにアクセスしなかった者が全体の1割近くを占めたことです。こ

のことは、 e-Learningが全ての学生に完全に受け入れられてはいないことを示唆し

ていると思われます。今回、アンケート調査の中で、他教科においてもWebCTコー

スを導入することを希望するかどうか、という質問をしたところ、本コース受講者の

うち16名(20.3%)は希望しない、と回答しています。その理由として、 「家から

WebCTにアクセスできないから」 (12名)というWebCT-のアクセスの環境につ

いて挙げた者の他に、 「WebCTとは異なる自分の勉強スタイルがあるから」 (3名)

との回答があることは注目に値します　WebCTと異なる自分の勉強スタイルとして

は、具体的に、 「授業中に話してくれた方がいいから」 「コンピューターよりも書面で

の方が見やすいから」などがあげられました。

アクセス環境については、本コース受講者の34名(43.0%)が自宅や下宿からイ

ンターネットのアクセスができると回答していました。学習効果の点から言えば、自

宅や下宿からWebCTにアクセスできる環境にあった者となかった者では期末試験得

点の平均値に有意な差は見られませんでしたが、学生の間で不公平感が残っているこ

とは事実です。このことから、 WebCTの普及には、まず学生のインターネット-の

アクセスの格差をできるだけ少なくしていくことが大切であると思われました。なお、

電話回線ではWebCTのソフトウエアの立ち上がりがひどく遅く、自宅からアクセス

できたとしても効率よく勉強できないとの自由回答も寄せられたことも考慮すべき

でしょう。いまだ全ての家庭がADSLや光ファイバーによる通信を導入しているわ

けではないことを考えると、この間題はまだ解決が少し先延ばしになりそうです。

その一方で、情報化の波に乗ることのできない、少数派の存在も考慮すべきではな

いかと考えます。いくら情報リテラシーやe-Learning -のアクセス環境が整備され

たとしても、また、どんなにWebCT機能が改良されたとしても、それが全ての人に

とって最もよい学習方法であるとは言えないことを、学生たちの自由回答は教えてく

れています。

<おわりに>

WebCT 「社会福祉コース」を導入することを通して、一番勉強になったのは教官
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である筆者自身ではなかったかと思います　e-Learningとは、単にコンピュータ技

術を修得させたり、コンピュータを学習に取り入れることではない(6)のであり、コ

ンピュータという「道具」が先にあって表現したいテーマ(教える内容)がない、と

いう態勢は問題です。つまり、教官側がコンテンツそのものの内容を常に検討し、 「ウ

ェブの特長を生かした切り口で編集しなおす」 (7)という工夫をしないで、単にコン

ピュータを導入すればよいという考え方でいれば、コンテンツは魅力的なものにはな

りません。その結果、コンテンツがつまらないことによる学習意欲の低下につながっ

てしまっては、教育方法としては全く本末転倒です。

対面講義式にせよ、オンライン形式を導入するにせよ、 「何をどのように教えるの

か」という教育の根本的な問題は、常に教官に問われ続けていると言えるでしょう。
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